
ご使用いただく前に
　このたびは、弊社の製品をお買い上げいただき誠にあ
りがとうございます。本器をご使用いただく前に、下記
事項をご確認下さい。

■梱包内容を確認して下さい
 ・通信カード ...............................................................1台

■形式を確認して下さい
　お手元の製品がご注文された形式かどうか、スペック
表示で形式と仕様を確認して下さい。

■取扱説明書の記載内容について
　本取扱説明書は本器の取扱い方法、外部結線および簡
単な保守方法について記載したものです。

ご注意事項
■EU指令適合品としてご使用の場合
 ・Ver 2.00以降の電源カード（形式：R5－PS）と組合
わせてご使用下さい。
 ・本器は盤内蔵形として定義されるため、必ず導電性の
制御盤内に設置して下さい。
 ・お客様の装置に実際に組込んだ際に、規格を満足させ
るために必要な対策は、ご使用になる制御盤の構成、
接続される他の機器との関係、配線等により変化する
ことがあります。従って、お客様にて装置全体で CE
マーキングへの適合を確認していただく必要がありま
す。
●ホットスワップについて
 ・本器は通電状態での交換が可能です。ただし、システ
ムに影響を及ぼす可能性があるため、必ず上位機器と
は通信していない状態で交換して下さい。複数のカー
ドを同時に交換することは大きな電源変動を起こす可
能性があります。交換は 1台ずつ行って下さい。
●取扱いについて
 ・本体側面のディップスイッチは、電源が遮断されたメ
ンテナンス時のみ設定可能であり、通電時は操作しな
いで下さい。
●設置について
 ・屋内でご使用下さい。
 ・塵埃、金属粉などの多いところでは、防塵設計のきょ
う体に収納し、放熱対策を施して下さい。
 ・振動、衝撃は故障の原因となることがあるため極力避
けて下さい。
 ・周囲温度が -10～ +55℃を超えるような場所、周囲湿
度が 30～ 90 % RHを超えるような場所や結露するよ
うな場所でのご使用は、寿命・動作に影響しますので
避けて下さい。

●配線について
 ・配線は、ノイズ発生源（リレー駆動線、高周波ライン
など）の近くに設置しないで下さい。

 ・ノイズが重畳している配線と共に結束したり、同一ダ
クト内に収納することは避けて下さい。
●その他
 ・本器は電源投入と同時に動作しますが、すべての性能
を満足するには 10分の通電が必要です。

取付方法
　ベース（形式：R5－BS）をお使い下さい。
ただし、通信カード（形式：R5－NE1）をベースに取
付ける前に、下記の項目を行って下さい。

■占有エリアの設定
　この通信カードと同じベースに取付ける入出力カード
1枚の占有エリアを設定します。これにより、Modbus 
／ TCP（Ethernet）を用いて送受信するデータと入出
力カードのデータが割付けられます。2点目のアナログ
入出力カードを実装する場合は、占有エリアを“2”モー
ドにして下さい（2点目のデータの送受信ができなくな
ります）。

■ベースへの取付

PWR

電源カード 通信カード 入出力カード

COM1 COM2 I／O1 I／O2

　通信カードは COM1、COM2の位置に取付けます。
　COM2はModbus／ TCP（Ethernet）を 2重化する
ためのスロットで通常使用しません。ただし、2重化用
の入出力カードを用いている場合には、COM1、COM2
のどちらに通信カードを取付けても動作します。なお、
シングルモード用のベース（形式：R5－BS05、R5－
BS09）の場合、COM2はありません。

リモートI／O変換器 R5 シリーズ

取扱説明書
Modbus ／ TCP（Ethernet）用

通信カード
形 式
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各部の名称

②RUN表示ランプ

③ERR表示ランプ

■側面図

ON

1 2 3 4 5 6 7 8

①各種設定用
　ディップスイッチ

④設定用
　ジャックコネクタ

⑤RJ-45モジュラジャック

■前面図

表
示
ラ
ン
プ

⑥未使用

⑦未使用

⑧Ethernet表示ランプ

LINK（リンク）
DPLX（全二重）

LINK10
（リンク10Mbps）
LINK100
（リンク100Mbps）

COL（コリージョン）

占
有
エ
リ
ア

8

67345210 F E DCB

A9
8

67345210 F E DCB

A9

■側面ディップスイッチの設定
（＊）は工場出荷時の設定

●占有エリア設定（SW1、2）

SW
占有エリア

2 1
1 OFF（＊） ON
2 OFF（＊） OFF

●表示ランプ設定（SW3）

SW3
表示ランプ

RUN ERR
OFF（＊） 正常時 緑色点灯 異常時 緑色点灯／点滅

ON データ受信時 赤色点灯 データ送信時 赤色点灯
注）SW4～ 8は未使用のため、必ず“OFF”にして下さい。

■Ethernet表示ランプ
ランプ名 表示色 動　作

LINK 赤色 LINK時点灯
DPLX 赤色 全二重通信時点灯
LINK10 赤色 10 Mbps接続時点灯
LINK100 赤色 100 Mbps接続時点灯
COL 赤色 コリジョン時点滅

コンフィギュレータソフトウェア設定
　コンフィギュレータソフトウェアを用いることにより、以下の設定が可能です。
　コンフィギュレータソフトウェア（形式：R5CON）の使用方法については、R5CONの取扱説明書をご覧下さい。

■通信カード設定
項目 設定可能範囲 出荷時設定

通信タイムアウト時間 0～32767（0.1秒） 30（0.1秒）
IPアドレス 0～255 192.168.0.1

サブネットマスク 0～255 255.255.255.0
TCPソケットポート番号 1 0～32767 502
TCPソケットポート番号 2 0～32767 502
TCPソケットポート番号 3 0～32767 502
TCPソケットポート番号 4 0～32767 502

無通信時間 1 0～32767（0.1秒） 1800（0.1秒）
無通信時間 2 0～32767（0.1秒） 1800（0.1秒）
無通信時間 3 0～32767（0.1秒） 1800（0.1秒）
無通信時間 4 0～32767（0.1秒） 1800（0.1秒）
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接　続
　各端子の接続は端子接続図を参考にして行って下さい。

外形寸法図（単位：mm）

18
90

90 ロックレバー

位置決めガイド
回転軸

5.
6

端子接続図

コ
ネ
ク
タ 内部電源

ステレオジャック設定用ジャック

Modbus／TCP RJ-45モジュラジャック 内部通信バス
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Ethernetの接続確認
■IP アドレスの設定
R5－NE1は BootPテーブルソフトウェアをサポートしていません。コンフィギュレータソフトウェア（形式：
R5CON）を用いて設定します。
Modbus／ TCPのポート番号は“502”と決められています。

■占有エリアの設定
側面のディップスイッチにて占有エリアを設定して下さい。
通常は占有エリア“2”で使用して下さい。占有エリアは使用する入出力カードが全て“1”の場合のみ“1”にします（占
有エリアの設定によりアナログ入出力の割付が異なります）。

■配線
パソコンなどと配線をします。

■表示の確認
前面の Ethernet表示ランプの LINKと LINK10または LINK100が点灯します。
配線が正常な場合にはリンク状態となり上記の表示ランプが点灯します。
データ送受信には LINK10または LINK100が点滅します。＊ 1

＊ 1、ファームウェアバージョン V1.00以降は点灯します。

■R5－NE1 の接続確認
WindowsのMS-DOSプロンプトから pingコマンドにて接続を確認します。

C：￥WINDOWS ＞ ping ***.***.***.***
（***.***.***.*** は IPアドレスを 10進数で入力します）

ping ***.***.***.*** with 32 bytes of data：
Reply from ***.***.***.***：bytes ＝ 32 time ＜ 10ms TTL ＝ 64
Reply from ***.***.***.***：bytes ＝ 32 time ＜ 10ms TTL ＝ 64
Reply from ***.***.***.***：bytes ＝ 32 time ＜ 10ms TTL ＝ 64
Reply from ***.***.***.***：bytes ＝ 32 time ＜ 10ms TTL ＝ 64

Ping statistics for ***.***.***.***
Packets：Sent＝ 4, Received＝ 4,Lost＝ 0（0 %loss）

正常に接続する場合は、pingコマンドに対し上記のような返答があります。IPアドレスが異なる場合など正常に接続
できない場合にはタイムオーバなどの返答となります。

■アプリケーションとの接続
確認 1：リンク

データの送受信にかかわらず、正常に接続することにより前面の LINK、LINK10または LINK100が点灯し
ます。これらが点灯していない場合には、ハブの電源などを確認して下さい。

確認 2：RUN表示ランプ
側面の SW3が OFFの状態の場合、正常に送受信を行うと RUN表示ランプが緑色に点灯します。

確認 3：送受信表示
側面の SW3を ONにすると RUN表示ランプが受信表示（赤色）、ERR表示ランプが送信表示（赤色）となり
ます。正常時には送受信が高速なため同時に点滅を繰返します。

R5－NE1
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Modbusファンクションコード
■Data and Control Functions

CODE NAME
01 Read Coil Status ○ Digital output from the slave
02 Read Input Status ○ Status of digital inputs to the slave
03 Read Holding Registers ○ General purpose register within the slave
04 Read Input Registers ○ Collected data from the field by the slave
05 Force Single Coil ○ Digital output from the slave
06 Preset Single Register ○ General purpose register within the slave
07 Read Exception Status
08 Diagnostics ○
09 Program 484
10 Poll 484
11 Fetch Comm. Event Counter Fetch a status word and an event counter
12 Fetch Comm. Event Log A status word, an event counter, a message count and

a field of event bytes
13 Program Controller
14 Poll Controller
15 Force Multiple Coils ○ Digital output from the slave
16 Preset Multiple Registers ○ General purpose register within the slave
17 Report Slave ID Slave type ／‘RUN’statu
18 Program 884 ／ M84
19 Reset Comm. Link
20 Read General Reference
21 Write General Reference
22 Mask Write 4X Register
23 Read ／ Write 4X Registers
24 Read FIFO Queue

■Exception Codes

CODE NAME
01 Illegal Function ○ Function code is not allowable for the slave
02 Illegal Data Address ○ Address is not available within the slave
03 Illegal Data Value ○ Data is not valid for the function
04 Slave Device Failure
05 Acknowledge
06 Slave Device Busy
07 Negative Acknowledg
08 Memory Parity Error

■Diagnostic Subfunctions

CODE NAME
00 Return Query Data ○ Loop back test
01 Restart Comm. Option ○ Reset the slave and clear all counters
02 Return Diagnostic Register ○ Contents of the diagnostic data（2 bytes）
03 Change ASCII Input Delimiter ○ Delimiter character of ASCII message
04 Force Listen Only Mode ○ Force the slave into Listen Only Mode

R5－NE1
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Modbus I／ O割付
　本体側面のディップスイッチにより、占有エリア“1”モードと占有エリア“2”モードに切替えることができます。
　占有エリア“1”モードとは全ての入出力カードの入出力データを 1ワードとし、入出力カードの実装するスロット
と入出力データとが 1ワードで対応します。このため、アナログ 2点の入出力カードでは、2点目の入出力は使用でき
なくなります。
　占有エリア“2”モードとは、全ての入出力カードの入出力データを 2ワードとし、入出力カードの実装するスロッ
トと入出力データとが 2ワードで対応します。
　接点入出力の場合は占有エリア数には影響を受けません。ただし、カード 1枚あたり 16点として割付けるため、4点
入出力のカードでは、入力 5～ 16は 0となります。

Coil（0X） 1～16 Card 1 Do 1～16
17～32 Card 2 Do 1～16
33～48 Card 3 Do 1～16
49～64 Card 4 Do 1～16

： ： ：
241～256 Card 16 Do 1～16

Input（1X） 1～16 Card 1 Di 1～16
17～32 Card 2 Di 1～16
33～48 Card 3 Di 1～16
49～64 Card 4 Di 1～16

： ： ：
241～256 Card 16 Di 1～16
257～272 Active Card Map
273～288 Status
289～320 Channel Status

■占有エリア“1”
Input Register（3X） 1 Card 1 Ai 1（INT）

2 Card 2 Ai 1（INT）
3 Card 3 Ai 1（INT）
4 Card 4 Ai 1（INT）
： ： ：
16 Card 16 Ai 1（INT）

17、18 Card 1 Ai 1（Float）
19、20 Card 2 Ai 1（Float）
21、22 Card 3 Ai 1（Float）
23、24 Card 4 Ai 1（Float）
： ： ：

47、48 Card 16 Ai 1（Float）
Holding Register（4X） 1 Card 1 Ao 1（INT）

2 Card 2 Ao 1（INT）
3 Card 3 Ao 1（INT）
4 Card 4 Ao 1（INT）
： ： ：
16 Card 16 Ao 1（INT）

17、18 Card 1 Ao 1（Float）
19、20 Card 2 Ao 1（Float）
21、22 Card 3 Ao 1（Float）
23、24 Card 4 Ao 1（Float）
： ： ：

47、48 Card 16 Ao 1（Float）

■占有エリア“2”
Input Register（3X） 1 Card 1 Ai 1（INT）

2 Card 1 Ai 2（INT）
3 Card 2 Ai 1（INT）
4 Card 2 Ai 2（INT）
： ： ：
31 Card 16 Ai 1（INT）
32 Card 16 Ai 2（INT）

33、34 Card 1 Ai 1（Float）
35、36 Card 1 Ai 2（Float）
37、38 Card 2 Ai 1（Float）
39、40 Card 2 Ai 2（Float）
： ： ：

93、94 Card 16 Ai 1（Float）
95、96 Card 16 Ai 2（Float）

Holding Register（4X） 1 Card 1 Ao 1（INT）
2 Card 1 Ao 2（INT）
3 Card 2 Ao 1（INT）
4 Card 2 Ao 2（INT）
： ： ：
31 Card 16 Ao 1（INT）
32 Card 16 Ao 2（INT）

33、34 Card 1 Ao 1（Float）
35、36 Card 1 Ao 2（Float）
37、38 Card 2 Ao 1（Float）
39、40 Card 2 Ao 2（Float）
： ： ：

93、94 Card 16 Ao 1（Float）
95、96 Card 16 Ao 2（Float）

注）上記以外のアドレスにはアクセスしないで下さい。誤動作等の原因になります。
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■Active Card Map
　入出力カードが、ベースに実装されていることを示します。実装されている場合、対応するビットが“1”となります。

257272

Card 1
Card 2
Card 3

Card 16

■Status
　各カードとの通信状態をチェックします。カードの未実装、設定したカードと異なる種類のカードが実装されている
場合、また通信異常が多発する場合に対応するビットが“1”となります。

273288

常に“0”
常に“0”
常に“0”
内部通信異常
入出力カードなし
内部通信遅れ
常に“0”
メモリ異常

内部通信カウンタ（内部通信が一巡する毎に＋1）

■Channel Status
　アナログ入力カードでは上下限チェック、ADCチェックにより異常を判定します。異常の場合、対応するビットが“1”
となります。アナログ出力カードでは、出力のリードバック機能にて出力の断線（電流出力カード）なども判定します。

●占有エリア“1”モード

289304

Card 1
Card 2
Card 3

Card 16

305320

未使用

●占有エリア“2”モード

289304

Card 1
Card 2
Card 3

Card 8

305320

Card 9
Card 10
Card 11

Card 16

　カード番号が小さい順に、占有エリア数のビットを確保します。アナログ 2点入力などの場合、下位ビットが入力 1
となり上位ビットが入力 2となります。

R5－NE1
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入出力データ
以下に代表的な入出力カードのデータ配置を示します。
入出力カードの詳細なデータ割付けは、それぞれの取扱説明書を参照して下さい。

■アナログ 16ビットデータ（形式：R5－SV、YV、DS、YS、RS、TSなど）

015

各カードに設定されている入出力レンジの 0～ 100 %を 0～ 10000のバイナリ（2進数）で示します。
温度入力では、温度単位が摂氏（℃）、絶対温度（K）の場合、実量値を 10倍した値で示します。例えば、実量値が
25.5℃の場合は“255”がデータとなります。
温度単位が華氏（℉）の場合、実量値の整数部がデータとなります。例えば、実量値が 135.4℉の場合は、“135”がデー
タとなります。
また、各データの負の値は 2の補数で示します。

■4点用接点データ（形式：R5－DA4、DC4など）

015

入力 1（出力 1）
入力 2（出力 2）
入力 3（出力 3）
入力 4（出力 4）

未使用（常に“0”）

 0：OFF
 1：ON

■16点用接点データ（形式：R5－DA16、DC16など）

015

入力 1（出力 1）
入力 2（出力 2）
入力 3（出力 3）
入力 4（出力 4）

入力16（出力16）

 0：OFF
 1：ON

保　証
　本器は、厳密な社内検査を経て出荷されておりますが、
万一製造上の不備による故障、または輸送中の事故、出
荷後 3年以内正常な使用状態における故障の際は、ご返
送いただければ交換品を発送します。
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